
様式第１号 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施計画書 

 

福井市長 様 

 

私たちの学校は、恵み豊かな環境を守り未来に引き継いでいくために、環境保全に関す

る学習、教育及び活動を積極的に行って環境にやさしい学校づくりと生命や自然の大切さ

を理解し郷土を愛するモラルの高い児童・生徒の育成に取組むための実施計画を作成しま

したので、福井市学校版環境ＩＳＯ認定制度による認定の更新を申し込みます。 

 

  平成２６年 ５月１６日 

学校名   岡保幼・小学校   

校長氏名  脇田 典子     

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

 

 ① 岡保地区の環境、地球環境について学習します。 

 ② 水や電気などの資源を大切に使います。 

 ③ ごみの分別をしっかりし、リサイクルに努めます。 

２ 取組内容 

 ①環境学習 

  ・岡保地区に生息する生き物について調べる。（生き物マップの作成） 

  ・学校近くの用水路の水質環境についての学習会を開く。 

  ・浄化センターなどの施設の見学を行う。 

 ②節水・節電の取組 

  ・水道やスイッチにポスターやラベルを貼り，呼びかける。 

  ・委員会の取組として，集会などで全校児童に呼びかける。 

 ③地域と連携してゴミの分別回収・清掃活動 

  ・リサイクルボックスを用意し，ゴミの減量を図る。 

  ・古紙やアルミ缶などの回収を PTA や地域と連携して行う。 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点をどのように取り入れるかを記載して下さい。） 

 

 ①の岡保地区の生き物調べ（生き物マップの作成）では，皆で１つのものを作り上げることにより，力

を合わせて成し遂げることの重要性を理解し，地域の環境や生物の様子を学び，貴重な自然を守ること

の大切さを理解する。（協力・参加・未来） 



様式第２号                                                  （提出日）平成２７年 １月２３日 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施報告書 

学校名       岡保小学校 

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

① 岡保地区の環境、地球環境について学習します。 

 ② 水や電気などの資源を大切に使います。 

 ③ ごみの分別をしっかりし、リサイクルに努めます。 

２ 取組内容 

①環境学習 

  ・岡保地区に生息する生き物について調べ、生き物マップを作成しました。また、学校

近くの改修された用水路の水質環境についての学習会を開き、水路に生き物が戻って

来られるようにするにはどうすればよいか、みんなで考えた。 

   

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・浄化センターやクリーンセンターなどの施設を見学した。 

 

 

 

  

 

 

 

 

◎ゲストティーチャーを招いて、岡保地区の生

き物や生き物が住む環境、用水路の環境につ

いての学習をした。（5 年生） 

◎環境出前授業で学んだことを生かして、用水路を改

良するアイディアを出し合い、これまでの取り組み

を「ふるさとまつり」で発表した。（5 年生） 

◎浄化センターの見学（4 年生） 岡保地区にあるクリーンセンターの見学（3 年生） 

 

◎昨年度に用水路から救出したメダカなどの

生き物を学校の水槽で飼育し、用水路に戻す

ことができる機会を待っている。（６年生） 

◎昨年度に引き続き、今年度の生き物

調査の結果を「生き物マップ」にま

とめた。（５，６年生） 

 



◎児童玄関に設置し

たアルミ缶回収ボ

ックスの中には、子

どもたちが家から

持ってきてくれた

アルミ缶がたくさ

ん集まった。 

（児童・ＰＴＡ） 

②節水・節電の取組 

  ・水道やスイッチにポスターやラベルを貼り、児童に 

節水や節電を呼びかけた。 

 

 

 

 

 

 

 ③地域と連携してゴミの分別回収・清掃活動 

  ・リサイクルボックスを用意し、ゴミの減量に取り組んだ。 

  ・古紙やアルミ缶・エコキャップなどの回収を PTA や地域と連携して行った。 

 

 

 

 

 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点を取り入れたポイントを記載して下さい。） 

①の岡保地区の生き物調べ（生き物マップの作成）では、昨年度からの取り組みを引き継ぎ、皆で力を

合わせて生き物マップを完成させることができた。また、地域の環境や生物の様子を学び、貴重な自然を

守ることの大切さを理解することができた。（協力・参加・未来） 

さらに、用水路の環境調査では、改修された用水路に生き物が戻れるようにするために、環境出前授業

で学んだことを生かして、用水路を改良するアイディアをみんなで考え、地区のふるさとまつりで地域の

方に発表したり岡保土地改良区に企画書を提出したりした。（相互性・有限性・連携性・参加） 

３ 

見
直
し 

 【具体的効果】 

①総合の時間に地域の自然環境を学習することにより、児童の中にふるさとの自然環境を大切にし

ようとする意識や地域を愛する心が育ってきた。学校の横にある稲作用水路の環境を良くし、生

き物が住めるようにするために、実際に行動を起こすことで、児童の意欲が高まった。 

②児童一人一人が心がけることによって、省エネの意識が育ってきた。 

③エコキャップがワクチンを買う費用にあてられることを紹介したことで、リサイクル活動が誰か

の役に立っていることを知ることができ、意欲が高まってきた。 

【改善点】 

・環境学習の取り組みは、上級生の活動を下級生が引きついでいるので、今後も継続していきたい。 

 また、これまでの活動についてまとめて、さらに次の学年へと引き継いでいきたい。 

・地域との結びつきが強い本校の特徴を活かしながら、活動について児童と十分に話し合う時間を

設け、教師が児童の思いを実現するために、地域との連携を図りながら活動を進めていくように

したい。 

◎ボランティア委員会がエコキャップ回収運

動を行い、１００㎏近くのエコキャップを集

めることが出来た。（児童会） 


